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研究成果の概要（和文）：本研究では、ユーラシア東方地域の方形城郭都市について、周辺環境要素と造営技術
を結びつける視点から解明することをめざした。現時点で比較的良好に遺跡が残存する中国内蒙古自治区および
日本国内を主たる対象として、7世紀から13世紀にかけての方形城郭都市遺跡について、現地踏査で得られた知
見とリモートセンシング技術および画像処理を用いて空中写真や現地撮影写真を解析した。またGISを活用し
て、造営および修復時の交通、窯業などを含む周辺環境についても総合的な復原を試み、軍事的な側面と併せ
て、方形城郭都市に関する総合的な研究成果を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we aimed to elucidate the square walled city in the eastern 
part of Eurasia from the viewpoint of connecting the surrounding environmental elements and 
construction technology. In the Inner Mongolia Autonomous Region of China and also the several areas
 in Japan, there are areas where the square walled city ruins remain relatively well at present. We 
have the knowledge gained from field reconnaissance about the 7th to 13th century square walled city
 ruins in this area. We analyzed aerial photographs and field photographs of the archaeological 
sites using remote sensing technology and image processing. We also used GIS to try to restore the 
surrounding environment, including transportation during construction and restoration, and the 
ceramic industry, and obtained　comprehensive research results on the square walled city, along with
 the military aspect.

研究分野： 産業技術史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究の学術的意義としては、人文学（文献史学、考古学）と工学（測量学、リモートセンシング、画像処
理）の研究者が共同して、研究対象とする方形城郭都市遺跡を分析し、その特性を客観的なデータで示すと共
に、視覚的な復原を試みることで、理解しやすい形で、軍事的側面だけにとどまらない複合的な視点を提示した
ことがあげられる。また用いた研究手法は高価な計測機器や特殊なデータ処理を必要としない。他の研究対象で
も応用可能な研究手法と考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－１ 
１．研究開始当初の背景 
唐朝の律令制度と地方統治システムが周縁地域に受容され、日本列島や朝鮮半島でも行政拠

点としての方形の都市造営が展開された（以下、「方形城郭都市」と略称）。ただし、その過程
において中華的な都市機能すべてが採用されたわけではない。たとえば、遊牧文化の影響が濃
い北東アジア地域の方形城郭都市においては、騎馬戦術上の防禦設備が高度に発達している傾
向が見られる。他方、日本古代の都城では防禦設備の最たる存在である羅城を四周にめぐらせ
た遺址は確認された例がない。このような都市造営の選択的受容を理解するにはユーラシア東
方各地域の自然環境や文化特性、それらが中華的文化要素とどのように結合したか、その歴史
的変容を把握することが必要である。 
 対象地域を研究計画構想段階では朝鮮半島を含む北東アジア全域としていたが、研究期間、
研究班組織および研究費の効果的使用の面から、現在に至るまで原状亡失を免れ、かつ今世紀
に入り、急速に開発が進行している中国の内蒙古・遼寧などの地域を研究の対象とした。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、7 世紀以降、ユーラシア東方各地域に普及・展開した方形城郭都市に関す
る歴史的変容を先行研究からは抜け落ちていた周辺環境要素と造営技術を結びつける視点から
解明することにある。具体的には、現時点では比較的良好に城郭遺跡が残存する中国内蒙古自
治区・遼寧省および日本国内を主たる対象として現地踏査を行い、その知見を基にリモートセ
ンシング技術および画像処理を用いて空中写真や現地撮影写真を解析し、造営技術とその変容
をデータ化する。また GIS を活用して、それらの方形城郭都市が造営および修復された時期の
交通、農地、窯業などを含む周辺環境についても総合的な復原を試み、検証可能な数値的な類
型として整理する。歴史学・考古学・都市工学・情報工学をつなぐ枠組みから、学際的な方形
城郭都市研究を行うことにあった。 
 
３．研究の方法 
①調査対象地域の検討と選定 
・日本国内では大宰府周辺の水城、基肄城、「羅城」遺跡および東北地方の城柵遺跡、秋田城、 
払田柵、志波城、胆沢城、桃生城、多賀城などを対象としてリストを作成した。主に 7世紀 
から 10世紀にかけての、唐朝成立以後の日本列島における方形城郭都市の地方での展開を学 
習・研究した。 

・国外では中国・内蒙古自治区東部および遼寧省、黒竜江省に点在する、主に 10-13 世紀の契 
丹（遼）、金、元時代の方形城郭を対象とし、現地の調査記録（発掘調査を含む）および先行 
研究のデータベースの作成を行った。 

②現地踏査 
選定した方形城郭都市について現地踏査を行った。現地の文化財保存担当者の意見、見解を 
参考にしつつ、調査対象地域で写真撮影を行い、帰国後の作業に必要な調査を行った。 

③整理と分析 
・現地で得られた知見に基づいて、研究班の分担に応じて、情報の整理と分析を行った。 
・具体的な整理として「調査写真の整理と調査ノートの統合」、「文献史料と考古学的調査報告 
データの整理」、「リモートセンシングを用いた遺跡地図（デジタルマップ）の作成」など。 

・具体的な分析としては、「遺跡地図を用いた分類とそのパターン検出」「画像処理システムの
適用」、「城郭の造営や修復工程の解明やその作業量見積もりに関する文献調査」、「ユーラシ
ア東方各地域の城郭都市遺跡との類似点、相違点」など。 

④データベースの作成と研究報告書の作成 
・現地調査を行った遺跡と現地調査を行うことができなかった遺跡について、画像分析により 
得られた情報も含めて、データベースを作成した。 

・調査の記録を含む研究成果を報告書として編集・刊行する。 
⑤研究成果の還元 
・年度会議、国内学会・研究会、国際学会、研究紀要への投稿論文などを通じて研究成果を公 
表した。 

・市民向け公開講座で、他の地域、時代とも関連させて方形城郭都市と周辺環境の相関をわか 
りやすく伝えた。 

 
４．研究成果 
 主な研究成果を以下に示す。 
①元代の応昌路城址について、GIS および空中写真を用いて遺跡の様相や造営技術、インフラ
の構成要素を検討、文献史料を用いた考察と併せ、元上都と相似する構成要素の存在を明ら
かにした。 

②契丹国（遼朝）時代後半に外交上の首都として機能した遼中京について、先行研究に学びつ 
つ、その都城機能の変遷を検討、現地踏査で得られた知見に加え、空中写真から得られた情 
報を基に、城址西南部高地の造営方法を推定した。また造営当時の内部景観に関する考察を 
行った。 



③河北省から山西省にかけて点在する 10-13 世紀以来続く方形城郭都市遺構を踏査（河北省蔚 
県、宣化市、山西省大同市など）。北京市については 13 世紀、元代の「土城」址を見学する 
と共に、10 世紀、契丹国（遼朝）時代以降、方形城郭都市の重要な構成要素になる窯業につ 
いて、龍泉務窯を例として、その生産と輸送、流通などについて考察した。 

④内蒙古自治区東部の通遼市扎魯特旗所在の誉州城址について、10世紀以降、各地に成立した 
州県城遺構の一つとして現地踏査に基づき、その城域の復原、成立の過程を空中写真および 
文献史料を用いて解明した。 

⑤日本において 7世紀以降成立する方形城郭を持たない都市である「都城」が造営されること 
について、中国の方形城郭都市遺構との概括的な比較を行った。 

⑥10世紀以降の遼河流域の方形城郭都市の立地環境について、文献史料と現地踏査および 19 
世紀後半以降の現地調査記録に基づき、河川交通と草原地帯における方形城郭都市の立地環 
境について、考察を行った。 

⑦九州の大宰府周辺遺跡、および東北地方に残る「城柵」遺跡について、現地調査に基づき、 
その政治的、軍事的な機能について、造営時期、工法、周辺環境要素について考察を行い、 
方形城郭都市の日本列島における受容について考察した。 

⑧12-13 世紀に金朝が北方の防衛のために建設した施設と考えられている草原地帯の長城線 
「金界壕」について、内蒙古自治区東部を中心に現地踏査を行った。また、これに基づき、 
GIS および空中写真を用いて、その一部の復原を試みた。その結果、当研究班では、この長 
城線に付随して建設された「堡城」（堡塁）に注目し、デジタルマップ上に現状を記録した。 
結果、その規格、配置に規則性があることを見いだし、また単に軍事的機能だけではなく、 
当該地域の交通や政治的・経済的要素を含む複合的な方形城郭であることが判明した。また、 
これらの「堡城」の防御システムについても考察した。 

 
⑨同様に 15 世紀以降、明朝により、現在の北京市北部に造営された「長城」についても、オー 
プンソースソフトウェアの QGIS を用いて、環境復原を簡易に行える手法を検討し、歴史的な 
交通ルートとの関係を明らかにすることができた。 

⑩方形城郭都市を囲む城壁の造営方法については、「版築」技法が用いられていることが明らか 
であるが、その土工量について、比較可能なモデルを検討した。 

（このうち、①～⑤については、研究期間内に国内学会、国際学会、投稿論文などで既に発表 
している。⑥～⑩については既に部分的に発表した成果に加えて、2022 年春に刊行予定の研究
報告集に掲載する予定である。） 
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